
 

 

ドイツ営業所レポート Vol.6  

 

 

皆様 お元気ですか 賛否はありましたがオリンピックが無事終了しました。東京出身

の私としては出身都市で二回目のオリンピックが開催されたことは単純に喜ばしいです。 

1964年、当時 4歳でしたが聖火リレーの応援で日の丸を振ったことを覚えています。 

 

交通編第二回は、ドイツ新幹線 ICEを中心にご報告します。 

新幹線の成功が ICEを生み出した？ 

 

1964年、前回オリンピックに合わせて日本で東海道新幹線が開業しました。当時フラ

ンスを中心に電気機関車の最高速度は 330㎞を超えていましたが、動力分散の電車型列車

で営業運転速度 210㎞を実現したのは世界で初めてでした。鉄道は世界的には自動車や航

空機に主役を譲り、近郊輸送と貨物輸送を担う、交通インフラとしては脇役に位置付けら

れていました。 

 

新幹線が在来線の 1067mmに対して標準軌 1435㎜を採用し、踏切のない専用線を敷設

し、信号含む高度な運行管理システムを採用した結果、高速、高頻度の運行を実現し、今

日まで列車技術に起因する事故が起きていないことはよく知られているところです。 

 

遅れること 20年、やっと 1980年代に入り、フランスで TGVの運行が開始されます。新

幹線を参考に専用線を敷設する一方、都市部への乗り入れには在来線を利用することで建

設コストを抑え、高速輸送も実現する、という元々の鉄道インフラが標準軌であったメ

リットを生かしたアイデアです。秋田へのミニ新幹線はこのアイデアの応用です。 

 

同様にドイツも ICEの運行を開始します。それまでも IC,インターシティという特急を

運行していたのですが、専用線での運行を前提にインターシティエクスプレス、ICEを開

発したのです。それまでビジネスマンは営業会議などでアウトバーンを飛ばして集まるの

が常でしたが、高速で定時運行される ICEの信頼性が高まるにつれ、駅周辺のホテルに会

議室を借りることが普通になりました。 

 

700系以降の新幹線の先頭車両は初期の新幹線や、現在の TGV、ICEと比べてもかなり

長く、17mにもなっています。なぜでしょうか？ 新幹線に限らず、流線形のデザインが

空気抵抗を減少させ、速度向上や燃費改善に有効であることは容易に理解できます。 

17mの先頭車はトンネル微気圧波対策、トンネル出口での衝撃音軽減への対策です。ト

ンネルドンと言われる現象です。単なる流線形でない複雑な曲線が空気の流れを消波し、

トンネル出口の衝撃騒音を軽減するそうです。 

 

トンネルが少なく、その出口が市街地とも離れている TGV,ICEではこの現象を配慮する

必要性はありません。新幹線ではパンタグラフの形状にもフクロウが無音で羽ばたく羽の

表面形状への研究が応用されています。モノの形には常に理由があるのです。 

 

 

 



 

 

現在、ドーバー海峡をトンネルで行くユーロシティなど数多くの高速列車が運行されて

います。ドイツからのレポートとしては ICEも素晴らしいですよ、と報告したいところで

すが、鉄道技術は日本が一番だと思います。 

 

中国でも高速鉄道の建設が進んでいます。当然、欧州勢とのさまざまな性能比較があっ

たのですが、日本の新幹線車体は正面衝突安全性で車体強度が欧州製に劣る、と評価され

ました。皆さんお分かりですね、新幹線の正面衝突はあり得ません。システム設計の前提

が違うのです。 

 

5分に一本という運行頻度、遅延の平均が数十秒などの新幹線技術は残念ながら高速鉄

道技術の世界市場ではオーバースペックなのです。 

この話、単なる鉄道オタク的な話に留まらず、外国顧客との営業交渉において、同じ評価

基準で話をしないと全く意味がないという好例、悪例と考えています。 

 

新幹線の素晴らしさ、つまり日本の技術の素晴らしさを外国に永年住んでいるからこそ

日本の皆さんに実感としてお伝えしたい次第です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  
 

左 第一世代の ICEは先頭と最後尾が機関車、今でも現役 

右 新幹線と同じ動力分散、電車型の ICE   

 

  
最新型 TGVは今でも機関車方式         英国を走る日立製の特急列車     

 

       
パリ、ブリュッセルからドーバー海峡の海底トンネルを経てロンドンに行くユーロスター 

  
   

イタリア国鉄の線路を走る私鉄特急イタロ    TGVベースの私鉄 タリス 


